
 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 
～本年も山東小をよろしくお願いいたします～ 

皆様、あけましておめでとうございます。今年の正月はいかがでしたでしょうか。我が家は長

男二人が帰省し、妻はご飯や洗濯が「大変だ大変だ」とうれしそうに言っていました。また、私も

正月にとてもうれしいことがありました。以前勤務していた壺川小学校の成人式にご招待いただ

き、久しぶりに担任していた子どもたちと会えたのです。今回の始業式では、そのことについて

お話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 「よこ山くん」 

山東小学校 学校便り      ＮＯ．９ 

令和８年１月９日 

文責 中村博朗 
『鎹（かすがい）Ⅱ』 

～ 健康で元気 それだけでいい ～ 
皆さん、クリスマスやお正月は楽しかったですか？ 

校長先生も今年の正月はとてもうれしいことがありました。 

それは、『成人式』です。 

校長先生は以前、壺川小学校という学校にいました。 

そこでは１月３日に壺川校区の成人式があり、小学校で担任 

していた先生たちが招待されます。校長先生がその成人式に 

参加するのは３回目なのですが、今年は小学校２年生、当時８歳 

の時に担任していた子どもたちの成人式でした。２年生の時に担任して以来なので、みんなとっ

ても成長していて、最初はだれがだれだかわかりませんでしたが、今の様子や将来の夢の話を聞

いているうちに、２年生の時の顔を思い出しました。医学部でお医者さんを目指している人や看

護師を目指している人、ネイリストや美容師、会社員として働いている人もいました。中にはま

だ専門学校生で、「楽をして生きていきたい」という人もいました。みんな元気そうで、本当に

うれしかったです。 

成人式はもちろん、久しぶりに子どもたちと会って思うのは、「健康で元気でいてくれたらそ

れだけでいい」ということです。今年成人した人たちにも、よかったこと、嫌だったこと等、た

くさんあったはずです。８歳の頃から２０歳まで１２年間、いろいろある中で、自分の命をしっ

かりと守って、そこにいてくれることが本当にうれしいのです。 

今日もそうです。久しぶりにみんなの顔を見ることができて、先生たちは本当にうれしいので

す。 

だから、毎年みんなにお願いしている１番目のお願いは、「自分の命は自分で守る」なのです。

先生たちはいつまでもみんなのそばにいられるわけではありません。特に６年生はあと３か月

で卒業です。先生たちはもちろん、お父さんやお母さん、おじいちゃんやおばあちゃん等、大人

の人が近くにいなくても、自分の命を守れるようになること。そして、また元気な姿を見せてく

れること。それが一番の願いなのです。 

では、「自分の命を自分で守る」ために必要な力とは何でしょう。いろいろあると思うのです

が、校長先生はその中でも特に重要な力が「あきらめずに自分で考える力」だと思います。さっ

きも言ったように、先生や家族は、いつもそばにいられるわけではありません。自分で考えて行

動する力が必要なのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も「どんどや」があります 
１月１２日（月）９時から、PTA主催の「どんどや」があります。燃えてはじける竹の音をき

いたり、煙を浴びたりすると１年間病気をしないともいわれます。残り火でお餅を焼いたり、持

参した食材を焼いて食べたりもできますので、ぜひご家族でご参加ください。 

 また、前日１１日（日）９時から竹の切り出し、運搬もたいへんお世話になります。通学路整備

もかねており、運搬は人数が多い方が作業も楽になりますので、こちらもたくさんの方のご参加

をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動する力が必要なんです。みなさんは、そのためにこうやって学校に集まって学んでいるんで

す。 

自分で考える場面はたくさんあり 

ます。例えば、２学期最後の学校通 

信「鎹（かすがい）Ⅱ NO,８」で 

も紹介した算数大会の解答。自分で 

答えを出すために、あきらめずに粘り 

強く考えた跡です。 

こういうのをみると先生たちはとても応援したくなります。間違えてたっていいんです。こう

やって粘り強く考える人は必ず伸びていきます。 

勉強だけではありません。友達との関係もそうです。トラブルがあった時に、人のせいにする

のは簡単で、あまり考えなくてすみますが、それではまったく成長できませんし、問題も解決し

ません。しかし、「自分はどうすればよかったのか」粘り強く考えて行動する人は、人としてど

んどん成長していきます。ここでも、間違ったっていいんです。自分で考えて間違えたことは、

自分で直していけます。時には、間違って人を傷つけてしまうこともあるでしょう。しかし、自

分で考えることができる人は、しっかり反省して、どうすれば傷つけず済んだのか新しいやり方

を考えることができます。考えるということは、とても大切なことなのです。 

また、みなさんが大人になる頃にはＡＩ（人工知能）がいろいろと考えてくれるようになるで

しょう。しかし、ＡＩはあくまで道具です。ＡＩを参考にはしても、最後に考えて決めるのは自

分です。ＡＩを使った本物そっくりの嘘の情報もたくさんあります。自分で考える力を鍛えて、

「自分の命は自分で守れる」ように、しっかりと学びましょう。 

そして、みんなが小学校を卒業して、いつかどこかで会った時に、元気な笑顔を見せてくださ

い。先生たちはいつまでもあなたたちのことを見守り、応援しています。 

昨年の「どんどや」の様子 

竹運びにたくさんの子どもたちもお手伝いしてくれました 


